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特集
　このたび、議会では持続可能なまちづくりを実現
するために重要な政策について、政策提言書として
町長へ提出しました。
　昨年実施した町民アンケートにおいても、議会の
政策提案力の強化に力をいれてほしいといった声が
出ており、今後も町民の声を町に届ける取り組みを
続けていきます。

政策提言１ 水害対策の着実な推進について

政策提言２ 消防団活動体制の充実について

政策提言３

政策提言５

政策提言４

町の課題解決に向けた
国・県等事業を活用した財源確保について

鳥獣被害防止対策について

多様な学びと活動の場の整備について

提出された政策提言書はこちらから

▲

⑴�　令和７年３月に策定された石子沢川流域水害対策計
画を踏まえ、具体的推進策を早期にまとめられるよ
う、国・県等との連携や支援の強化について強く働き
かけること。

⑵�　公共施設再配置計画基本構想には防災拠点機能およ
び雨水貯留機能等を持つ新たな施設整備の考え方が盛
り込まれる予定であるが、流域水害対策は土地利用に
も影響を及ぼすことから、土地利用の基本構想につい
ても明確にすること。

⑴�　消防団の役割や地域防災に果たす重要性を町民に広く伝え、団員自身が活動の意義を再認識で
きる環境を整えること。

⑵�　地域や学校教育との連携を図り、子どもたちが消防団と関わりを持ち「地域はみんなで守る」
という意識を共有できるような取り組みを推進し、将来的な団員確保や地域防災力の持続的な強
化につなげていくこと。

⑶�　消防団員の安全装備の充実、活動服や資機材の更
新、活動中の補償の充実等により、団員が安心して活
動できる環境を整えること。

⑷�　災害対応力を高めるために、定期的な研修や訓練を
充実させることが不可欠であり、特に新入団員や女性
団員に配慮した研修プログラムを整備し、誰もが安心
して参加できる体制を構築すること。

⑸�　デジタル技術を活用した情報共有や出動連絡の効率
化、機能別消防団の導入検討、国・県等事業の活用な
ど、長期的な視点で体制の強化を図ること。

⑴�　国・県等の財源を有効活用した施策立案ができるように、職員育成を推進すること。また、情
報収集や申請手続き等の支援に外部人材を活用し、職員負担を軽減する仕組みを構築すること。

⑴�　子どもたちが安心して学び、成長できる環境を学校以外にも確保することが重要である。ＩＣ

⑴�　鳥獣被害対策実施隊に対する待遇改善および捕獲報酬等の改善
を図ること。また、緊急銃猟に対応できる狩猟者育成・確保など
の環境を整備し、安全で効率的な捕獲体制を整えること。
⑵�　危険鳥獣の出没情報などを住民にリアルタイムで伝える体制を
構築するため、情報の集約と発信を一元化し、地域全体で危機管
理を強化すること。

⑵�　財源確保の取り組みは、町の中長期的なビジョンに
基づく戦略の中での位置付けが重要。町民との対話を
通じて課題を把握し、積極的な解決に向けた事業を展
開すること。
⑶�　国・県等の事業を活用した取り組みは、一過性の効
果に終わらせるのではなく、事業終了後も継続的に運
営できる体制を構築すること。

Ｔを活用した学習支援や、地域資源を活かした体験型
の活動など、多様な選択肢を提供し、学びの機会を途
切れさせない環境づくりを進めること。
⑵�　子どもたちが心理的に安心して過ごせる多機能な居
場所を地域に整備し、学び・交流・相談の拠点とする
ことが求められている。地域住民やボランティアの協
力を得ながら、地域全体で子どもを支える持続可能な
仕組みを構築すること。

⑶�　町で所有する箱わな等の資材を充実し、支援体制の
強化を図ること。また、ドローン活用などの先進事例
等について研究や検討を早急に進めること。
⑷�　国・県等と連携し、河川周辺に危険鳥獣を寄せ付け
ない環境整備を行うこと。また、鳥獣の生息域拡大を
防ぐため、里山の適切な管理や耕作放棄地の再生な
ど、総合的な環境整備を行うこと。

現在、町で保有する箱わなは７基

▲

さらに進めたい水害対策

幼いうちから消防団との関わりの機会を（春の演習）

学習室以外にも多機能な居場所を

国の財源確保のための議員研修

議会議会からから町町へへ政策提言政策提言
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期　日 会　　議 備　　考

１２月３日（水）

本　会　議
（全員協議会）

（議会活性化特別委員会）
（総務文教常任委員会）
（厚生産業常任委員会）

一般質問
（報告）
（付託案件調査）
（所管事務調査）
（所管事務調査）

１２月４日（木） 休　　　会 議案調査

１２月５日（金）

本　会　議

（全員協議会）
（治山・治水特別委員会）

議第４９号〜６４号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決
選挙（山形広域環境事務組合議会議員）
議会活性化特別委員会中間報告
（報告）
（付託案件調査）

令和７年 中山町議会１２月定例会日程表

　１２月定例会が、１２月３日から５日までの会期で開催されました。
　提出された議案は、一般会計・特別会計・下水道事業会計補正予算、条例の制定・設定、指定管理
者の指定、協定の締結についての計１６件で、すべて原案のとおり可決されました。（議案一覧はＰ５）

１２月定例会１２月定例会が開催されましたが開催されました

その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
村
山 　
隆

須
貝 

勝
司

田
宮 

昌
幸

夛
田 

慎
二

斎
藤 

眞
一

鈴
木 

徹
雄

渡
辺 

博
文

佐
東 

幸
治

渡
邉 　
史

鎌
上 　
徹

議第
４９号

令和７年度中山町一般会計補正予算（第４号）について
歳入歳出予算それぞれ１３９４万９０００円増額し、総額を６２億２５５３万３０００円とする ○○○○○○○○○ ＊

５０号 令和７年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ３２２８万１０００円増額し、総額を１２億８７３万１０００円とする ○○○○○○○○○ ＊

５１号 令和７年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ１８８万４０００円増額し、総額を２億８７９万８０００円とする ○○○○○○○○○ ＊

５２号 令和７年度中山町介護保険特別会計補正予算（第２号）について
歳入歳出予算それぞれ１０１万５０００円増額し、総額を１４億３５９９万８０００円とする ○○○○○○○○○ ＊

５３号

中山町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条
例の制定について
個人番号の独自利用を行う事務や庁内での連携を行うために必要な改正を
行うもの

○○○○○○○○○ ＊

５４号
中山町議会議員及び中山町長の選挙における選挙運動の公営に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
公職選挙法施行令の一部改正に伴い、中山町議会議員及び中山町長の選挙に
おける立候補者の選挙運動用ビラ及びポスターの１枚あたりの作成単価をそ
れぞれ引き上げるもの

○○○○○○○○○ ＊

５５号
一般職の職員の旅費に関する条例等の一部を改正する条例の設定について
国家公務員等の旅費制度の改正を踏まえ、職員等に対して支給する旅費等
の基準について見直しを行うもの

○○○○○○○○○ ＊

５６号
中山町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の設定について
令和８年４月から「こども誰でも通園制度」を開始するにあたり、受入施設
の設備や運営についての基準を定めるもの

○○○○○○○○○ ＊

５７号
中山町町民休養交流センター「ひまわり温泉ゆ・ら・ら」の指定管理者
の指定について
指定団体：株式会社中山町振興公社
指定期間：令和８年４月１日～令和１１年３月３１日

○○○○○○○○○ ＊

５８号
最上川中部水道企業団職員に係る児童手当の給付に要する経費の負担
に関する協定の締結について
最上川中部水道企業団職員に係る児童手当の給付に必要な費用の負担につ
いて協定を締結するもの

○○○○○○○○○ ＊

５９号 令和７年度中山町一般会計補正予算（第５号）について
歳入歳出予算それぞれ４４２６万７０００円増額し、総額を６２億６９８０万円とする ○○○○○○○○○ ＊

６０号 令和７年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ１１１万８０００円増額し、総額を１２億９８４万９０００円とする ○○○○○○○○○ ＊

６１号 令和７年度中山町介護保険特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ１５０万８０００円増額し、総額を１４億３７５０万６０００円とする ○○○○○○○○○ ＊

６２号 令和７年度中山町下水道事業会計補正予算（第２号）について
公共下水道事業収益および公共下水道事業費用をそれぞれ７２万６０００円増額する ○○○○○○○○○ ＊

６３号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
一般職の職員の給料月額等の改定を行うもの ○○○○○○○○○ ＊

６４号 特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議会の議員および町長等に対して支給する期末手当の支給割合を改定するもの ○○○○○○○○○ ＊

12月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

＊注：議長は採決に加わりません。
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ま
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が
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日
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な
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。

謹
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げ
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す
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長
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検索中山町議会　録画配信

　１２月定例会で、４回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算にそ
れぞれ１３９４万９０００円を増額し、総額で６２億２５５３万３０００円とするものです。見直しの主
な内容は次のとおりです。

令和７年度一般会計補正予算 令和７年度一般会計補正予算 （第４号）（第４号）

　「元祖“全国”芋煮会in中山2025」の中止により、協賛金等の収入が減少し、今後の観光協会事業費が
不足することから補助金を増額するものです。

中山町観光協会を支援 中山町観光協会を支援 ⇒左ページに質疑掲載⇒左ページに質疑掲載 増額 １７５万８０００円

請願と陳情（要望）１２月定例会に陳情２件、要望書５件が提出されました。

◼�公共施設内での労組加入、政党機関紙の勧誘等に関する調査及
び是正を求める陳情

陳  情

◼�安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、すべてのケア労
働者の処遇改善につなげる報酬１０％以上の引き上げを求める意
見書の提出に関する陳情書

◼令和８年度理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い
◼�地域社会に貢献するシルバー人材センターの新たな決意と支援
の要望

◼令和７年度建設振興策に関する要望
◼学校教材備品の計画的な整備推進についてのお願い
◼難病等対策並びに患者支援に関する要望書

要  望

※陳情（要望）については、議員への配付のみとしています。

議会の録画配信をしています 過去の議会だよりをご覧いただけます
パソコンや
スマートフォンから
ご覧いただけます。

SideBooksアプリから町公式ＨＰから

　
本
会
議
で
の
質
疑
内
容

を
一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

問　

元
祖
全
国
芋
煮
会

は
、
町
観
光
協
会
と
町
の

主
催
と
な
っ
て
い
る
。
町

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
た
の
か
。

答　
町
は
補
助
金
交
付
を

通
じ
て
事
業
費
を
支
援

し
、
観
光
協
会
と
協
議
し

な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き

た
。
ま
た
、
観
光
協
会
事

務
局
で
あ
る
産
業
振
興
課

が
企
画
段
階
か
ら
関
わ

り
、
予
算
の
執
行
状
況
や

準
備
内
容
の
調
整
を
行
っ

て
き
た
。

問　

中
止
に
な
っ
た
場

合
、
協
賛
金
の
取
扱
い
に

雨
天
対
応
、

リ
ス
ク
管
理
は

協
賛
金
の
取
扱
い
は

つ
い
て
事
前
協
議
は
行
っ

て
い
た
の
か
。

答　
中
止
に
な
り
来
年
度

以
降
の
関
係
性
を
考
慮
し

て
、
今
回
は
受
け
取
ら
な

い
こ
と
と
し
た
。

問　
来
年
度
に
向
け
て
、

雨
天
時
対
応
や
広
報
体
制

な
ど
を
ど
の
よ
う
に
改
善

す
る
の
か
。

答　
来
年
度
は
興
行
中
止

保
険
へ
の
加
入
の
ほ
か
、

雨
天
時
の
開
催
場
所
の
事

前
確
保
に
あ
た
り
、
必
要

な
調
整
や
予
算
確
保
に
つ

い
て
町
が
支
援
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
観
光
協
会

と
協
議
し
て
降
水
量
や
排

水
状
況
を
基
準
と
し
た
中

止
判
断
手
順
を
策
定
し
、

関
係
者
と
の
連
絡
調
整
や

一
般
へ
の
広
報
が
円
滑
に

来
年
度
に
向
け
た

対
応
は

行
え
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
の

実
行
体
制
を
強
化
す
る
。

さ
ら
に
事
前
に
中
止
基
準

や
代
替
対
応
を
町
民
や
出

店
者
に
明
示
し
、
リ
ス
ク

管
理
を
徹
底
し
た
い
。

問　
観
光
協
会
の
事
務
局

が
、
補
助
金
の
交
付
元
で

あ
る
産
業
振
興
課
内
に
あ

る
。
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
適

切
な
の
か
。

答　
協
会
内
に
監
査
役
が

い
る
。
ま
た
、
財
政
援
助

団
体
と
し
て
町
の
監
査
も

受
け
て
い
る
。

問　
産
業
振
興
課
と
観
光

協
会
の
関
係
性
に
つ
い

て
、
整
理
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。

答　
協
会
内
に
実
行
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
お
り
、
来
年
度
に

向
け
今
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
。

観
光
協
会
の

適
切
な
運
営
は

元
祖
全
国
芋
煮
会

元
祖
全
国
芋
煮
会

事
前
の
準
備
は
十
分
だ
っ
た
の
か

事
前
の
準
備
は
十
分
だ
っ
た
の
か

質 疑質 疑

団員の安全のため、より視認性の
高い活動服の早期導入を　　　　

　消防団の高視認性活動服の更新の予算について、財源として活用を
予定していた国の消防団設備整備費補助金に採択されなかったことか
ら、次年度以降に購入を見送ることとするため減額するものです。

消防団 高視認性活動服の購入を見送り消防団 高視認性活動服の購入を見送り
減額 632万5000円

問　�要望を踏まえて予算を付けたのに国の補助金がないから見送る
のか。消防団との調整は。

答　�全団員の活動服の更新には多額の費用がかかるため、有利な補
助事業を活用し、充実した装備の整備を図ることで、消防団と
も調整している。

質 疑質 疑

　町内外の交流促進と町民デジタルリテラシー※向上
を目指す「なかやまタウンスクエア」の一環として、
新規に子どもを対象としたデジタル創作体験型ワーク
ショップを開催するためのものです。

デジタル創作体験型ワークショップを開催デジタル創作体験型ワークショップを開催
増額 ３５万４０００円

第１回目はプログラミングで、まるばつクイズをつくりました

※‌�デジタルリテラシー…パソコンやスマートフォン等を操作する
技術だけでなく、インターネット上の情報を正しく理解した
り、それらを使って自ら表現・創造したりする力のこと。
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部
活
動
の
地
域
展
開
に

�

起
業
人
制
度
の
導
入
を

�

町 

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
」を
利
用
し
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

佐東　幸治 議員（９ページ）
◦‌�きれいな中山町の環境づくりを
◦‌�部活動の地域展開に起業人制度の導入を

夛田　慎二 議員（10ページ）
◦‌�「おらだのまち補助金」事業収入を
　次の活動に残せないのか
◦‌�町の資機材を住民へ貸し出せないのか

渡邉　　史 議員（11ページ）
◦‌�ＡＩオンデマンド交通で
　持続可能な地域交通の実現を

村山　　隆 議員（12ページ）
◦‌�クマ対策は万全か
◦‌�英語教育の充実を

質問者（発言順）

一 般 質 問一 般 質 問
　一般質問とは、議員が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
町長などに求め、町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員が問いただすもの‌
です。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨など
を知らせる「通告制」を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問
時間は答弁と合わせて４０分以内としています。

問　
環
境
美
化
に
関
わ
る

こ
と
は
、
当
町
の
観
光
・

有
害
鳥
獣・空
き
家
対
策
、

そ
し
て
毎
日
の
生
活
に
大

変
重
要
で
あ
る
た
め
、
次

の
質
問
を
行
う
。

　
「
安
全
で
歩
き
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」
や
観
光
の

面
か
ら
、
町
の
美
化
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
町
有
地
や
町
道
の

環
境
美
化
を
、
現
在
よ
り

積
極
的
に
進
め
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

町
長　
町
道
の
除
草
に
つ

い
て
は
、
現
状
の
年
２
回

を
継
続
し
つ
つ
、
雑
草
の

繁
茂
状
況
に
応
じ
て
適
宜

対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、

「
き
れ
い
な
川
で
住
み
よ

い
ふ
る
さ
と
運
動
」
も
、

町
民
か
ら
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周

知
し
て
い
く
。
今
後
も
現

在
の
政
策
を
徹
底
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
中
山
間
地
・
河
川
・

住
宅
地
ま
で
荒
れ
て
き
て

お
り
、有
害
鳥
獣（
ク
マ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
）
の
危
険

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
荒

地
の
整
備
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
地
域
活
動

に
対
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
補
助
を
行
う
考
え
は
あ

る
の
か
。

町
長　
中
山
間
地
の
荒
地

整
備
に
対
す
る
補
助
事
業

と
し
て
、
国
・
県
お
よ
び

町
が
協
調
し
て
行
う
「
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
」
が
あ
る
。
荒
地
整
備

に
は
、
地
域
の
方
々
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
補

助
事
業
の
新
設
も
含
め
、

環
境
美
化
活
動
へ
の
有
効

な
支
援
の
あ
り
方
を
研

問　
指
導
者
の
担
い
手
育

成
の
た
め
、
地
域
活
性
化

起
業
人
制
度
の
導
入
を
提

案
す
る
。

教
育
長　

当
町
と
し
て
は

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
」
を
利
用
し
、
指
導
者

育
成
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
地
域
活
性
化
起
業
人
制

度
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
調
査・研
究
を
行
う
。

私
の
思
い

　
町
有
地
の
環
境
美
化
を

も
っ
と
進
め
て
、
他
の
市

町
村
に
誇
れ
る
中
山
町
に

し
て
ほ
し
い
。

究
・
実
行
し
て
い
く
。

　
問　
空
き
家
等
対
策
で
、

最
終
的
に
行
政
代
執
行
や

略
式
代
執
行
を
行
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
特
定
空
家

等
を
増
や
さ
な
い
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
今
後
の
考

え
は
。

町
長　
県
で
は
、
地
域
住

民
や
市
町
村
と
連
携
し
て

空
き
家
対
策
に
取
り
組
む

人
材
を
、「
山
形
県
空
き

家
等
対
策
エ
リ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
と
し
て
８
団
体

認
定
し
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
当
町
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
支
援
業
務
を
受
託

し
て
い
る
業
者
も
認
定
さ

常日頃からの整備を求めたい町有地
（写真はなかやま保育園西側）

きれいな中山町の環境づくりを

町長 ごみのないきれいな町にしたい佐
さ

東
とう

 幸
こう

治
じ

 議員

４人の議員が一般質問
　１２月定例会では、４人の議員が一般質問を行い、
将来の町政について活発な議論を展開しました。

れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
エ

リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
連

携
し
て
利
活
用
を
促
進

し
、
特
定
空
家
等
を
増
や

さ
な
い
よ
う
に
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

問　
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
町
の
条
例
で
は
「
町

は
、
総
合
的
な
施
策
を
策

定
し
実
施
す
る
」
と
あ

る
。
社
会
環
境
も
考
え
な

が
ら
、
環
境
美
化
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
「
空
缶
散
乱
防
止

運
動
」
や
「
最
上
川
及
び

須
川
河
川
敷
内
不
法
投
棄

回
収
事
業
」、「
環
境
保
全

監
視
員
」
等
の
設
置
を
行

い
、
町
道
や
西
部
地
区
の

山
間
部
、
河
川
敷
の
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
環

境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。
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問　

過
去
の
「
や
っ
て

み
っ
べ
活
動
支
援
補
助

金
」
で
は
、
補
助
期
間
終

了
後
に
事
業
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
。

　
「
持
続
可
能
な
地
域
活

動
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
補
助
金
を
単
な
る
イ

ベ
ン
ト
支
援
で
終
わ
ら
せ

ず
、「
自
立
に
向
け
た
投

資
」
や
、
よ
り
大
き
な
事

業
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で

き
る
制
度
へ
転
換
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
以
下
の
２
点

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。　

①
事
業
の
自
立
化
を
促
す

た
め
、
事
業
収
入
を
翌
年

度
以
降
の
活
動
資
金
と
し

て
積
み
立
て
る
場
合
に
限

り
、
収
入
を
補
助
金
か
ら

減
額
し
な
い
要
綱
改
正
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
実
績
が
あ
り
公
益
性
の

高
い
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
町
認
定
事
業
」
と
し
て

別
に
予
算
化
す
る
な
ど
、

安
定
的
な
継
続
を
支
援
す

る
仕
組
み
や
規
模
を
大
き

く
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
①
補
助
金
は
、
や

る
気
の
あ
る
団
体
が
、
創

意
と
工
夫
を
こ
ら
し
て
実

施
す
る
独
自
の
取
り
組
み

に
対
し
、
町
が
そ
の
事
業

費
を
補
助
す
る
こ
と
で

「
応
援
」
し
、
町
の
活
性

化
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
さ
ら
な
る
推
進
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
事
業
実
施
に
よ

り
補
助
金
以
外
の
収
入
が

発
生
す
る
場
合
は
、
不
足

す
る
部
分
を
補
助
す
る
の

が
補
助
金
の
趣
旨
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
収
入
を
補
助

金
か
ら
減
額
し
な
い
こ
と

は
、
社
会
通
念
上
か
ら
も

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
「
お
ら
だ
の
ま
ち
補
助

金
」
は
、
よ
り
多
く
の
町

民
か
ら
よ
り
良
い
企
画
・

提
案
を
い
た
だ
く
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、
単
年
度

の
補
助
事
業
と
し
て
毎
年

度
募
集
を
行
い
、
新
規
・

い
。

　
事
業
実
施
者
の
意
見
も

伺
い
な
が
ら
、
よ
り
良
い

補
助
事
業
と
な
る
よ
う
適

宜
見
直
し
を
行
い
、
町
の

「おらだのまち補助金」事業収入を
　　　　次の活動に残せないのか

夛
た

田
だ

 慎
しん

二
じ

 議員

継
続
を
問
わ
ず
審
査
し
、

交
付
決
定
の
判
断
を
し
て

い
る
。
特
定
の
事
業
の
安

定
し
た
継
続
支
援
を
直
接

的
な
目
的
と
は
し
て
い
な

問　
現
行
の
タ
ク
シ
ー
助

成（
５
０
０
円
定
額
）
は
、

高
齢
者
支
援
と
し
て
評
価

で
き
る
が
、
町
外
の
事
業

者
に
頼
る
構
造
的
課
題
と

財
政
負
担
、
サ
ー
ビ
ス
継

続
困
難
の
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
る
。
地
域
主
体
で
運

行
す
る
Ａ※

Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン

ド
交
通
「
な
か
や
ま
オ
ン

デ
マ
ン
ド
（
仮
称
）」
へ

の
転
換
を
提
案
し
た
い
。

　
外
部
依
存
を
克
服
し
、

持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
運
営
主

体
の
確
立
、
補
助
金
活

用
、
協
力
事
業
者
と
の
積

極
的
な
共
存
戦
略
を
構
築

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

時
代
の
変
化
に
受
動
的
に

な
る
の
で
は
な
く
、「
協

力
す
れ
ば
良
い
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
積
極
的
な
姿

勢
を
示
す
こ
と
が
、
関
係

性
構
築
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長　
高
齢
者
が
安
定
し

て
生
活
で
き
る
公
共
交
通

の
確
立
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
令
和
７
年
度
も
タ

ク
シ
ー
助
成
制
度
の
試
行

実
施
を
通
年
で
行
っ
て
お

り
、
来
年
度
の
本
格
実
施

に
向
け
検
討
中
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
へ
の
転
換
に
は
、
ス

キ
ー
ム
（
仕
組
み
）、
協

力
体
制
、
財
源
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
個

別
具
体
的
な
回
答
は
難
し

い
。
し
か
し
、
将
来
的
に

こ
う
し
た
体
制
を
築
く
こ

と
は
大
切
で
あ
る
。
今

後
、
他
自
治
体
の
先
行
事

例
を
研
究
し
、
利
用
実
績

を
分
析
し
な
が
ら
、
よ
り

良
い
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
考
え
て
い
き
た
い
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が

先
で
は
な
い
。
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
と
い
う
全
体
的

な
ま
ち
の
構
想
を
し
っ
か

り
考
え
た
上
で
交
通
網
を

考
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

問　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

車
両
を
高
齢
者
利
用
の
少

な
い
時
間
帯
に
臨
時
通
学

送
迎
と
し
て
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
冬
の
通
学

の
安
全
確
保
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長 

長
崎
小
学
区
の
一

部
児
童
を
対
象
に
、
冬
期

や
酷
暑
時
の
下
校
に
あ
わ

せ
、
１６
時
役
場
発
の
町
営

バ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
る
。
中
学
生

へ
の
対
応
は
し
て
い
な
い
。

町
長　
子
ど
も
た
ち
を
守

る
環
境
整
備
と
住
民
の
足

を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
欧
米
で
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
一
般
的
で

あ
り
、
子
ど
も
の
安
全
の

保
障
の
問
題
も
考
え
た
上

で
、
み
ん
な
の
事
業
と
し

て
考
え
て
い
く
仕
組
み
や

体
制
が
必
要
で
あ
る
。

私
の
思
い

　
１
つ
の
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ

ン
ド
シ
ス
テ
ム
で
、
交
通

弱
者
支
援
と
通
学
安
全
確

保
と
い
う
２
つ
の
課
題
を

効
率
的
に
解
決
す
る
も
の

で
あ
る
。
課
題
が
多
い
と

先
送
り
す
る
の
で
は
な

く
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
て
で
も
解
決
す
る
強
い

姿
勢
こ
そ
が
、
い
ま
町
に

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
最
優
先
で
取
り
組
む

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て

ほ
し
い
。

問　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
目
指
す
施
設
再
配
置
計

画
に
お
い
て
、
町
民
の
最

大
の
懸
念
は
交
通
の
利
便

性
低
下
で
あ
る
。「
先
に
」

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

で
不
安
を
解
決
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
は
、

合
意
形
成
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
強
力
な
材
料
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
交
通
の

未
来
像
を
、
計
画
に
先
行

し
て
、
合
理
的
か
つ
持
続

可
能
な
形
で
決
定
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　
今
年
度
は
第
６
次

総
合
発
展
計
画
の
中
間
点

で
あ
り
、
施
設
再
配
置
計

画
も
進
ん
で
い
る
。
Ａ
Ｉ

町
の
資
機
材
を
住
民
へ
貸
し
出
せ
な
い
の
か

�

町 ‌�

来
年
度
の
貸
し
出
し
に
向
け
検
討
し
て
い
る

ＡＩオンデマンド交通で
　　持続可能な地域交通の実現を

渡
わ た

邉
な べ

　史
ふ み

 議員 町長 課題が多い

※‌�ＡＩオンデマンド交通と
は、 ＡＩが最適なルートと
車を決めるため、待ち時間
が減り、車を効率よく運行
できる交通サービス。

町長 収入の減額免除は困難と考える

問　
町
は
、
防
災
や
施
設

管
理
の
た
め
に
資
機
材
を

保
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
住
民
団
体
へ
積
極
的
に

貸
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、

地
域
活
動
の
活
性
化
や
、

町
民
が
操
作
に
習
熟
す
る

「
実
践
的
な
防
災
訓
練
」

の
機
会
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。
町
が
保
有
す
る
資

機
材
を
地
域
力
向
上
の
た

め
に
住
民
や
団
体
へ
貸
し

出
す
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長　
住
民
の
方
々
が
多

様
な
場
面
で
防
災
資
機
材

に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す

る
こ
と
は
、
有
意
義
な
取

り
組
み
と
考
え
ら
れ
る
。

資
機
材
ご
と
の
特
性
等
を

踏
ま
え
、
貸
し
出
し
可
能

な
資
機
材
の
選
定
を
進
め

る
と
と
も
に
、
必
要
な
例

規
（
ル
ー
ル
）
の
整
備
に

向
け
検
討
し
て
い
る
。

問　
検
討
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
時
期
的
に

は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

総
務
広
報
課
長 

来
年
度
を

目
指
し
て
い
る
。

私
の
思
い

　
第
６
次
総
合
発
展
計
画

で
掲
げ
て
い
る
「
人
と
人

と
が
つ
な
が
る
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向

け
、
補
助
金
や
町
有
資
産

を
う
ま
く
活
用
し
て
、
よ

り
住
民
が
活
動
し
や
す
い

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
。

備蓄資機材の有効活用
貸し出しを検討中

活
性
化
と
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指

し
、
事
業
の
推
進
に
努
め

て
い
く
。

効率的で交通弱者に寄り添った制度を望む
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議会活動報告議会活動報告議会はどんなことをしているの？議会はどんなことをしているの？

村
むら

山
やま

 　隆
たかし

 議員

問　
１１
月
６
日
、
町
内
で

ク
マ
出
現
と
の
情
報
が
流

れ
た
。
そ
こ
で
次
の
３
点

に
つ
い
て
伺
う
。
①
ク
マ

出
現
時
の
町
民
へ
の
伝
達

方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
②
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
の
か
。
③
町
内

猟
友
会
の
現
状
は
ど
う
な

の
か
。

町
長　
①
ク
マ
目
撃
の
情

報
が
入
っ
た
場
合
、
担
当

の
産
業
振
興
課
か
ら
各
課

へ
連
絡
、
各
課
に
お
い
て

対
応
を
実
施
し
、
関
連
団

体
に
も
情
報
共
有
を
行

う
。
ま
た
、
町
民
へ
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
防
災
行

政
無
線
、
イ
ン
フ
ォ
カ
ナ

ル
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

で
広
報
を
行
っ
て
い
る
。

　
②
現
在
、
町
の
「
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
中

で
あ
る
。
現
在
は
山
形
県

が
策
定
し
た
「
ク
マ
が
市

街
地
に
出
没
し
た
際
の
対

応
指
針
」
等
を
参
考
に
、

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作
成

し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
対
応

し
て
い
る
。

　
③
当
町
に
お
け
る
猟
友

会
の
構
成
員
は
１４
名
で
、

い
ず
れ
も
狩
猟
免
許
を
保

有
し
て
い
る
。
今
後
は

「
緊
急
銃
猟
」
に
対
応
で

き
る
者
を
育
成
す
る
施
策

と
し
て
、
ク
マ
捕
獲
時
の

報
償
金
を
新
設
す
る
。

問　

教
育
現
場
に
お
け

る
、
登
下
校
時
の
対
応
に

つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
と

し
て
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

で
き
て
い
る
。
今
回
も
そ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
、
い
ち
早
く
保
護
者
へ

メ
ー
ル
を
配
信
し
、
下
校

時
の
送
迎
、
引
き
渡
し
等

を
実
施
し
た
。

や
ス
ピ
ー
チ
に
お
け
る
サ

ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
英
語
圏

の
文
化
を
学
ぶ
と
い
う
学

習
も
行
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
配
置
に
よ
り
、
学
力

が
向
上
し
て
い
る
と
い
う

顕
著
な
変
化
は
み
ら
れ
な

い
が
、
児
童
、
生
徒
が
英

語
に
慣
れ
親
し
み
、
関
わ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

人
的
な
環
境
を
整
え
、
英

語
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い

く
。私

の
思
い

　
「
教
育
」
を
英
語
に
訳

す
と
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
な
る
。「
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ

ｔ
ｅ
」
の
本
来
の
意
味
は

「
引
き
出
す
」
と
い
う
こ

と
。
英
語
に
普
段
か
ら
接

す
る
こ
と
で
、
英
語
に
親

し
み
、
楽
し
く
、
興
味
を

持
っ
て
学
習
で
き
る
環
境

を
、
こ
れ
か
ら
も
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

クマ対策は万全か

私
の
思
い

　
全
国
・
県
内
に
お
い
て

も
、
ク
マ
被
害
が
続
出
し

て
い
る
。
当
町
に
お
け
る

各
課
ご
と
の
対
応
指
針
は

で
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、

町
全
体
の
「
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
は
ま
だ
で
き
て
い
な

い
。
対
応
が
遅
す
ぎ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
町

民
の
安
心
・
安
全
を
第
一

に
考
え
、
早
急
な
対
応
を

求
め
た
い
。

町長 対応マニュアルを作成中

教
育
長　

令
和
６
年
度
か

ら
小
・
中
学
校
の
英
語
教

育
に
つ
い
て
は
、
山
形
大

学
の
佐
藤
教
授
を
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招

へ
い
し
、
授
業
研
究
会
等

に
お
い
て
指
導
・
助
言
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
内
容

は
、
①
授
業
に
お
け
る
単

元
づ
く
り
②
学
習
過
程
で

大
切
に
す
る
こ
と
③
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
に
つ
い
て
等
で
あ

る
。
今
後
も
継
続
的
に
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
教
職

員
の
授
業
力
向
上
に
つ
な

げ
て
い
く
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
、
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
１
名
の
計
２
名
を
配

置
。
各
学
級
で
週
１
・
２

回
程
度
、
授
業
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
小
学
校
の
授
業
で
は
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
英
語
で
の
会
話

を
行
っ
て
お
り
、
児
童
が

「
生
」
の
英
語
を
耳
に
す

る
機
会
が
増
え
た
こ
と
で

英
語
の
語
彙
が
増
え
て
い

る
。
中
学
校
で
は
、
発
音

英
語
教
育
の
充
実
を

�

町 ‌�

人
的
な
環
境
を
整
え
た
い

問　
小
学
校
、
中
学
校
に

お
け
る
英
語
教
育
の
現
状

に
つ
い
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
導

入
し
て
数
年
が
経
過
し
た

が
、
そ
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

●１０月（前号掲載以降） �
２７日　県町村議会議員研修会【議員】
� ⇒関連記事Ｐ16
３１日　�㈱アクティオとの災害時におけるレンタ

ル機材の提供に関する協定締結式【議長】
●１１月 �
２日　芸文祭開幕式合同発表会【議員】
４日～�５日　市町村議会議員特別セミナー（千

葉市市町村アカデミー）【議員２名】
６日～�７日　山形広域環境事務組合議会議員視

察研修【派遣議員】� ⇒関連記事Ｐ１７
７日　中山中学校創立６０周年記念式典【議員】
１１日　�柏倉家住宅保存・利活用特別委員会
　　　【委員、議長】� ⇒関連記事Ｐ１５
　　　議員懇談会【議員】
　　　総務文教常任委員会【委員】
　　　厚生産業常任委員会【委員】
１２日〜�１３日　第６９回町村議会議長全国大会（豪

雪大会含む）・町村議会議長行財政セミ
ナー【議長】

１４日　�山辺町議会との正副議長・事務局長打ち
合わせ【正副議長】

　　　�村山地方町村議会議長会 正副議長・事
務局長会議【正副議長】

１５日　�県女子駅伝競走大会天童東村山チーム激
励会【議長】

１６日　�県女子駅伝競走大会天童東村山チーム報
告会【議長】

１８日　全員協議会【議員】
　　　�議会活性化特別委員会第１・第２小委員

会【委員、議長】
２０日　議会運営委員会【委員、正副議長】

２７日　総務文教常任委員会【委員、議長】
２８日　事業報告会【議員】
　　　議会活性化特別委員会【委員、議長】
� ⇒関連記事Ｐ１４
１１月中　議会広報常任委員会（計２回）【委員】

●１２月 �
３日～�５日　町議会１２月定例会【議員】
� ⇒関連記事Ｐ４～１２
３日　全員協議会【議員】
　　　議会活性化特別委員会【委員、議長】
� ⇒関連記事Ｐ１４
　　　総務文教常任委員会【委員】
　　　厚生産業常任委員会【委員】
５日　全員協議会【議員】
　　　治山・治水特別委員会【委員、議長】
１２日　山辺町・中山町両町議会議員協議会
　　　【議員】� ⇒関連記事Ｐ１５
１５日　全員協議会【議員】
１８日　�最上川中部水道企業団議会臨時会
　　　【派遣議員】� ⇒関連記事Ｐ１６
１９日　村山地方町村議長会　議員合同研修会
　　　【議員】� ⇒関連記事Ｐ１６
１２月中　議会広報常任委員会（計３回）【委員】

●１月（一部） �
５日　新春を祝う会【議員】
１１日　町消防出初式【議員】
１６日　�村山地方町村会・議長会 合同会議
　　　【議長】
１月中　議会広報常任委員会（１回）【委員】

※【　】内は参加者　※議会全体の主な動きを抜粋して掲載しています。

議 会 ダ イ ア リ ー議 会 ダ イ ア リ ー

お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

の予定です。３３月月 ４４日（水）〜日（水）〜 １３１３日（金）日（金）次回の定例会は
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議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告 議会はどんなことをしているの？議会はどんなことをしているの？

委 託 料
照明オペレーター（設営業務）２名
スポットライト（ＬＥＤ　約２０基）
照明スタンド一式　等

２８万６000円

旧柏倉家住宅、冬のライトアップに向けて補正予算
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会報告（委員長：夛田慎二）

議会活性化特別委員会が中間報告　定数・報酬で結論
議会活性化特別委員会報告（委員長：須貝勝司）

庭園のライトアップに挑戦（冬の公開事業）

排水機場にて国土交通省職員より説明を聞く

　１１月１１日、柏倉家住宅保存・利活用特別委員会が開催され、旧柏倉家住宅の雪化粧を見てもらうた
め、庭園のライトアップを計画している旨の報告がありました。また、実施にかかる委託料２８万６０００
円は補正予算として要求する予定であると説明がありました。

　実施日は令和８年２月２８日（土）・３月１日（日）の２
日間で、午後４時から７時までの３時間を予定してい
るとのことです。委員からは実施時期が遅いのではと
いう意見があり、担当からは雪の量を踏まえて時期を
設定したと説明がありました。また、当日の職員等配
置や事前周知の工夫について委員から意見が出されま
した。

町長へ報酬審議会の開催を要望議会活性化活動レポート①

議会活性化活動レポート②

　１１月２８日の会議では、第１・第２小委員会か
らそれぞれ検討結果の報告を受け、協議を行い
ました。
　第２小委員会からは「議員定数」について報
告がありました。変化する社会情勢への即応
や、行財政運営のチェック機能を維持し政策形
成に寄与するためには、「現行の定数（１０人）
を維持すべき」との結論を委員会として確認し
ました。
　第１小委員会からは、「議員報酬に関する要
望書」について報告がありました。平成８年か
ら据え置きが続いている現状を踏まえ、なり手
不足の解消や人材確保の観点から、報酬引き上
げに向けた環境整備が必要として、町長に対
し、「中山町議員報酬及び特別職給料審議会」
への諮問を求める要望書を提出することを決定
し、その内容を協議しました。

活動経過と検討結果を中間報告
　１２月３日の会議では、これまでの活動を集約
した「中間報告書」の取りまとめを行いました。
　本委員会は令和６年６月の設置以来、特別委
員会を１１回、各小委員会を１２回開催し、議会の
活性化や議会議員のなり手不足対策に関する調
査を行ってきました。先進地の行政視察や「町
民アンケート」を実施し、住民の皆さまから貴
重なご意見をいただきました。
　これらの調査を経て、議員定数や報酬に関す
る一定の結論が出たほか、常任委員会における
町内各種団体等との意見交換会の実施や政策提
言書の提出などが決まりました。これらを報告
書として取りまとめ、１２月５日の本会議におい
て、議長に対し中間報告を行いました。
　今後も議会活性化に向け、引き続き調査・検
討および実践を進めていきます。

山町の公共施設再配置計画の策定、最上川緊急
治水プロジェクトによる河道掘削などが進めら
れています。
●各町の防災取り組みと共通課題
　両町が令和７年３月２７日に締結した「災害時
における相互応援に関する協定」や、各町の実
践的な取り組みとして、町民の土のう作り体
験、スターリンク（衛星通信インターネット
サービス）の導入、切れ目のない防災教育など
が紹介されました。一方で、自主防災組織の組
織率向上や、個別避難計画策定における継続性
の確保が両町共通の課題として共有されました。
●現地視察と今後の展望
　協議会後、治水の中核を担う石子沢川排水機
場や垂直避難拠点施設および水防拠点施設など
を視察し、中山町の防災機能を確認しました。
今後は、来年度からの両町の連携の仕組みを具
体化し、好事例を共有しながら流域全体の地域
防災力向上が期待されます。

　１２月１２日、中山町防災センターにおいて、山
辺町と中山町による両町議会議員協議会が開催
されました。特定都市河川に指定された石子沢
川流域の水害対策、各町の地勢や災害要因を踏
まえた防災の取り組みについて、報告・共有が
行われました。
●石子沢川流域水害対策の進捗
　令和７年３月策定の対策計画に基づき、令和
２年７月豪雨相当の水量を最上川へ流さない
「流域治水」の実現を目指しています。田んぼ
ダムの推進や雨水貯留浸透施設の整備を含む中

石子沢川流域治水と広域防災連携の強化に向けて
山辺町・中山町両町議会議員協議会報告

　１２月５日の本会議終了後に、議長・副議長・
議会活性化特別委員長が町長に対し、要望書を
手渡しました。要望の主な内容は以下のとおり
です。
・‌�次の中山町議会議員一般選挙に向け、中山町
議員報酬及び特別職給料審議会において、議
員報酬の見直しを諮問すること。
・‌�任期開始日の１年前である令和８年１０月１日
には見直しを反映した条例改正が可能となる
よう答申の期限を設け諮問すること。
・‌�議会費の総額ありきの安易な考えから、議員
報酬を増額する代わりに議員定数の削減を条
件にすることのないようにすること。
・‌�今後においては、議員の役割と職責にふさわ
しい適正な議員報酬のあり方について、少な
くとも議員任期（４年間）毎に審議会へ諮問
すること。

　１２月５日の本会議での中間報告の主な内容は
以下のとおりです。
【確認事項】
①‌�議員定数：現在の議員定数（１０人）を維持す
るものとする。
②‌�議員報酬：報酬引き上げに向けた環境を整え
るため、町長に審議会への諮問を求める要望
書を提出するよう、議長に要請するものとす
る。

【対応・検討事項】
①‌�議会活動に関する町民アンケート結果：把握
した課題、その解決策の検討および実践につ
いては、今後検証しながら継続して対応する
ものとする。
②‌�議会傍聴規則の見直し：傍聴しやすい、時代に
即した規定となるよう見直しを検討している。
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議会活動報告議会活動報告議会活動報告議会活動報告 議会はどんなことをしているの？議会はどんなことをしているの？

　１１月６日から７日にかけて、山形広域環境事務組合議会の行政視察が行われました。

●視察先②　エコパークむらかみ
　　　　　　（新潟県村上市）
　平成２７年４月に操業、ごみ焼却施設と粗大
ごみ処理施設を一体化して建てられた。この
施設においても、年間１５件ほど発火事件が発
生している。

●視察先①　中之島信条クリーンセンター
　　　　　　（新潟県長岡市）
　令和６年４月に操業を始めたが、同月１９日に施
設で火災が発生。今年７月１日に操業を再開する
まで１年３か月、復旧費用は１２億円を要した。リ
チウムイオン電池が原因と考えられている。

　　　リチウムイオン電池による全国のごみ処理施設の発火事件は年間１万件を超えており、各自治
体も対応に苦慮している現状があります。しかし、発火事案が減少している自治体もあり、新潟市の
場合、令和元年度に１２９件発生した年をピークに、令和５年度は６３件に減少しています。その要因は、
リチウムイオン電池を内蔵した電化製品を「特定５品目」に指定し回収したことが大きいとしていま
す。長岡市でも分別回収を強化し、ごみ集積所への看板設置、市役所や一部商業施設、また各地区公
民館などにも回収所を開設しているとの説明・報告がありました。
　国による施策・法整備は別として、今後、山形広域環境事務組合においても、分別回収や、それに
向けた住民への啓もう活動に注力すべきであると考えます。

対策

各施設で火災報告アリ！
山形広域環境事務組合議会報告

令和６年度　事業会計利益の処分及び決算の認定
最上川中部水道企業団議会報告

　１０月１７日、令和７年第３回最上川中部水道企業団議会定
例会が開催されました。
　定例会では、構成市町の議会の議員構成変更に伴い、武
田啓一郎議員（山辺町）が議長を辞職したことにより議長
選挙が行われ、議長に神保稔議員（山辺町）が選任されま
した。
　続いて、令和６年度 事業会計利益の処分及び決算の認
定（詳細は右表のとおり）ほか３件の議案について審議さ
れ、原案のとおり可決および認定されました。

令和６年度 事業会計利益の処分及び決算
水道事業収益 ６億５５２６万6０００円
水道事業費用 ５億５４０８万3０００円
当年度純利益 １億１１８万3０００円
資本的収入 ２３７３万７０００円
資本的支出 １億６７９７万6０００円
不 足 額 １億４４２３万9０００円
不足額は、当年度分損益勘定留保資金等
で補てんする。

　１２月１８日、臨時会が開催され、提出された２件の議案について内容の説明、質疑、討論、採決が行
われ、両議案ともに原案のとおり可決されました。（詳細は下記のとおり）
議第１２号　令和７年度最上川中部水道企業団事業会計補正予算（第２号）について
　（水道事業収益　２２３万１０００円減額、水道事業費用（職員給与費等）　９１１万２０００円増額など）
議第１３号　最上川中部水道企業団水道給水条例の一部を改正する条例の制定について
　（第１０条にただし書きを加え、「指定給水装置工事事業者」を「…事業者等」に改める。）

災害対応から議員の責務まで、議会のあり方を問う
町村議会議員研修会報告

●村山地方町村議長会議員合同研修会（１２月１９日）
　山辺町中央公民館において、元全国都道府県
議会議長会事務局次長の内田一夫氏より「議員
の責務と一般質問のあり方」の講話をいただき
ました。
　二元代表制下で議会が「チーム」として切磋
琢磨する重要性や、特別職の公務員としての高
い倫理観を再確認しました。個人の疑問を組織
的な政策提案へつなげる重要性についても知見
を深めました。
　　　
　一連の研修を通じ、災害対策から議会制度の
根幹、議員の倫理に至るまで、活動の原点を見
つめ直す機会となりました。学んだ知見を日々
の活動に活かし、住民に信頼される議会づくり
に邁進してまいります。

研修を終えて

●山形県町村議会議員研修会（１０月２７日）
　山形国際交流プラザ（ビッグウイング）にお
いて、２人の講師より議会のあるべき姿を学び
ました。
１‌�．「災害時の議会・議員の役割」
　（講師：中央学院大学教授　福嶋浩彦 氏）
　「平時の対応がしっかりしていれば、災害時
も頼りになる」とし、日常的な議会機能の強化
とＢＣＰ（業務継続計画）策定の重要性が説か
れました。議会は単なる監視機関ではなく、多
様な意見を集約し「議会として」意思決定を行
う主体的な役割が求められます。
２‌�．「議会改革・活性化のための議員活動」
　（講師：東京大学大学院教授　金井利之 氏）
　議員のなり手不足や政治不信の背景にある構
造的課題について解説がありました。改革の本
質として「議会・議員が自らの政策を持つこと
が大前提である」との指針が示されました。

発見がいっぱい！議会だよりミュージアムへようこそ
なかやま＆県内町村 議会広報大集合！

　町議会の活動や広報の歴史を楽しく知る特別
企画です。ぜひ、お気軽にお立ち寄りください！

会　　場：中山町立図書館ほんわ館 エントランスギャラリー
開館時間：午前10時～午後7時
休 館 日：月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）　
主催・問合せ先：中山町議会広報常任委員会（議会事務局）
　　　　　　　　TEL：023-662-4370

開 催 情 報

展　示　名 内　　　　容
なかやま議会だより展
（創刊号から全号公開！）

平成29年創刊号から最新号まで、議会だよりのバックナンバーを一挙展示。
当町議会広報の歴史と、議会のあゆみを振り返ることができます。

県内町村議会だより
 企画展

山形県内各町村が発行している個性豊かな「議会だより」が大集合。
他町村の広報の工夫や、活発な議会活動の様子をご覧ください。

会 期 令和８年２月１日（日）〜２２日（日）

議会だより企画展の会場です（２月１日から）
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皆さまのご意見、ご感想など、お寄せください。次回第３6号の発行は２月１日です。

１０月１２日の芋煮会に向けて準備
着々（９月１３日取材）

楽しい仲間たち
明るい 豊かなまちづくりを目指

して

スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なかやま

　連載シリーズ「楽しい仲間たち」は、

町内で活躍・活動しているさまざまな

サークル、ボランティア団体を紹介して

います。No.9

　「先輩たちが１年生の時に作ら
れて、私たち

が高校生になった時点で参加させ
てもらった」

と話すのは、高校生地域おこしサ
ークル「あい

らぶなかやま」のメンバーです。
小・中学生時

代からの友人関係で結ばれた地
域密着型のグ

ループで、現在は高校２年生と１
年生が中心と

なって活動しています。

　印象深い活動について尋ねると
、羽前長崎駅

西口でのイルミネーション設置を
挙げ、「撤収

作業の時に『君たちがやってくれ
てたんだ。あ

りがとう』って直接声をかけても
らえて」と、

地域住民との温かい交流を振り返
っていました。

　１０月１２日の芋煮会に運営側とし
て参加する理

由については、「昨年のアンケー
ト結果を見た

ら、町外から来てる人が多くて、
中山町の魅力

を知って来てくれているんだなと
いうことがわ

かって、運営側として何かやりた
いなって思い

ました」と熱く語ります。

　昨年は『カプセルに割引券を入
れたガチャガ

チャを用意して、答えてもらった
人にそれを引

いてもらう』というユニークな
仕掛けでアン

ケート収集を担当。今年は「中高
生とか若い人

たちが来てくれるようなイベン
トを企画した

い」との思いで、『お菓子のつかみ
取り』『駅か

ら会場までのスタンプラリー』『
フォトスポッ

ト』などのアイデアを練っている
そうです。

　「勉強に追われている時も、活
動で地元の友

達と会えるのが支えになる。高校
の友達とはま

た違う、ちっちゃい頃からの縁」
「親戚みたい

な？！」と微笑み合いながら活動
の意義を語っ

てくれました。若い感性で、芋煮
会を盛り上げ

ようとするメンバーの活躍が期待
されます。
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２6なかやま議会だより No.３５

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用して

います。
「なかやま議会だより」の文字書

体は誰にでも読みやすいユニバー
サル書体を使用しています

な
か
や
ま

“いま”を知る。“これから”を考える。

中山町議会

No.No.3５3５
令和７年11月1日　発行
令和７年11月1日　発行

「米飯給食の無償化始まる」
「米飯給食の無償化始まる」⇒関連記事Ｐ24⇒関連記事Ｐ24

紙面を
リニューアル
しました

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告

特集
1

消
防
団
と
の
意
見
交
換
会

特集
2

柏倉家の意
いしょう
匠を切り絵で表現した行

あんどん
燈

まんだらの里 雪の芸術祭
①‌�２月７日（土）
④作谷沢振興会 ℡０２３-６８７-１９１８

山辺
町 ひな人形展

①‌�３月１日（日）～２９日（日）
④ふるさと資料館 ℡０２３-６６４-５０３３

山辺
町

霞城観桜会、馬見ヶ崎さくら
ラインライトアップ
①‌�４月上旬～中旬（桜の開花状況による）
④山形市観光戦略課誘客推進係
�  ℡０２３-６４１-１２１２（内線４２４）

山形
市

楢下宿雪の提灯回廊２０２６
①‌�２月７日（土）・８日（日）17：３０～２０：００
④上山市観光物産協会 ℡０２３-６７２-０８３９

上山
市 上山市民俗行事　加勢鳥

かせど りか せ ど り

①‌�２月１１日（水・祝） １０：００～１５：００頃
④上山市観光物産協会 ℡０２３-６７２-０８３９

上山
市

２０２６柏倉九左衛門家ひなまつり
①‌�３月２０日（金・祝）〜２２日（日）
②‌�重要文化財 旧柏倉家住宅 ほか
④実行委員会事務局 ℡０２３-６６２-２１７５

中山
町

◦‌ �表紙についてスッキリした配色で、大変良いと思います。写真もインパクトが
あり、いい表情が映し出されています。「米飯給食の無償化始まる」の表題をも
う少し強調すれば、表紙とマッチすると思います。

◦‌ �監査委員から毎回指摘がありますが、その後の対応に関し何も掲載されていま
せん。何故なんでしょうか。町民として具体的な改善策を知りたいものです。

◦‌ �一般質問の写真や図表がコンパクトになって、すっきりとして読みやすくなり
ました。文字の色もやわらかくなって、うるさくないところがいい。

◦‌ �「楽しい仲間たち」では、高校生が町内で活躍してくれるのを、うれしく思います。
◦‌ �議会だよりの中で小さくても良いので、小中高生が書いた記事があっても、お
もしろいかなと思いました。

◦‌ �「まち・ひとインタビュー」はいつも楽しみにしています。町出身者も転居し
てきた方も、中山町に興味がある方のご縁を大事にしたいと思わせてくれます。

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んでもらえる内容にするため、
感想・意見をいただいている「広報モニター」の声をご紹介します。
　「広報モニター」は随時募集中です。ご興味のある方はお問い合わせください。

　今回もたくさんの声をお寄せいただ
きありがとうございました。ご指摘の
あった件については、検討させていた
だきます。
　ご意見、要望等ありましたら、電話
やＦＡＸ、二次元コードからお気軽に
お寄せください。

ご意見投稿はこちらから

▲

TEL：０２３-６６２-４３７０
FAX：０２３-６６２-２５３８

連絡先

第3５号から

今号の表紙：今号の表紙：文化財でアート体験！ みんなで芋煮に変身！文化財でアート体験！ みんなで芋煮に変身！
　１２月１３日、東北芸術工科大学の学生７名による展覧会が町指定文化財「旧柏
倉惣右衛門家住宅」を会場に行われました。
　学生が岡地区で行った取材をもとにした、芋煮になりきる体験や部屋の使わ
れ方を想像するワークショップでは、子どもたちの笑顔があふれていました。
　また、旧柏倉家住宅から着想を得た行燈（あんどん）が展示された廊下は、
惣右衛門家ならではの雰囲気と相まって幻想的な空間になっていました。

①とき ②ところ ③内容 ④問い合わせ ※‌�イベントは予告なく変更になる場合があります。

イベントイベント 情報山形市・上山市・山辺町・中山町

２ ２市市 町町

　議会だよりは年４回発行していますが、それぞれ発行前に原稿の確認を
お願いし、誤字脱字、文章表現、わかりやすさなどさまざまな視点から意
見をいただきます。アドバイザーから指摘のあった内容については、すべ
て議会広報常任委員会で話し合い、より読みやすい紙面づくりに役立てて
います。任期は１年です。
　アドバイザーの方の顔写真やお名前を紙面で紹介することはありません。
　ご興味のある方は、お気軽に議会事務局までお問い合わせください。

議会広報文章アドバイザーってどんなことをするの？

議会広報文章アドバイザーを募集します

議会としては監査委員の指摘事項が改善しているか、今後もチェックしていきます。
いただいたご意見は町へも共有させていただきました。

ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

№２７
大好き!
なかやま

サ
ッ
カ
ー
と
お
祭
り
が
大
好
き
な

町
の
応
援
団
長
。

「
ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
、
中
山
町
が
大
好
き
で
、
町
内
外
で
活
躍
す
る
元
気
な
「
ひ
と
」
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

第
27
回
は
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
私
設
応
援
団
に
所
属
す
る
秋
葉
大
河
さ
ん
で
す
。

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の

私
設
応
援
団
で
は
、
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　

試
合
の
応
援
で

は
、
楽
器
を
使
い
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
声
と
と
も
に
選
手
の
後

押
し
を
し
ま
す
。
私
は
「
バ
ス

ド
ラ
ム
」
と
い
う
大
太
鼓
を
使

い
、
応
援
の
一
助
と
コ
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
を
支
え
る
役
割
を
し

て
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
と
も

に
中
心
に
立
っ
て
み
ん
な
で
一

緒
に
応
援
を
つ
く
っ
て
い
く
と

い
う
の
が
好
き
で
自
分
か
ら
志

願
し
ま
し
た
。
モ
ン
テ
の
試
合

は
昨
年
４４
試
合
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
３２
試
合
の
応
援

に
行
き
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
が

好
き
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
小
学
校
３
年
生
か

ら
Ｆ
Ｃ
中
山
で
サ
ッ
カ
ー
を
始

秋
葉
さ
ん

秋
葉
さ
ん

か
。
ぜ
ひ
町
ぐ
る
み
で
一
緒
に

創
り
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
今
モ
ン
テ
に
は
土
居

聖
真
選
手
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
彼
は
長
崎
小
学
校
出
身
な

の
で
、
土
居
選
手
の
「
中
山
町

応
援
団
」
を
作
っ
て
、
町
民
応

援
デ
ー
に
は
会
場
で
横
断
幕
を

掲
げ
て
み
ん
な
で
応
援
し
た
い

で
す
ね
。

　
お
祭
り
に
つ
い
て
は
、
伝
統

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
も
っ
と

人
が
集
ま
る
よ
う
な
仕
掛
け
な

ど
を
行
い
、
町
全
体
が
盛
り
上

が
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
私

は
、
そ
ん
な
「
町
の
応
援
団

長
」
を
務
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

め
て
、
中
学
校
、
高
校
と
続
け

て
大
学
２
年
頃
ま
で
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。
モ
ン
テ
の
試
合

は
中
学
生
の
と
き
に
初
め
て
観

に
行
き
ま
し
た
。
試
合
の
た
め

に
人
が
集
ま
る
「
文
化
」
を
そ

こ
で
知
り
、
の
め
り
込
み
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
今
の
私
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
祭
り
も

好
き
な
の
で
す
か
？

　
　
　
　
　
今
は
山
形
市
に
住

ん
で
い
ま
す
が
、
柳
町
地
区
出

身
な
の
で
、
地
区
の
「
若
者

組
」
に
入
っ
て
い
ま
す
。
４
月

に
行
わ
れ
る
八
坂
神
社
の
例
大

祭
で
は
、
若
者
組
か
ら
「
天

狗
」
を
務
め
る
慣
習
に
な
っ
て

い
ま
す
。
１９
歳
の
と
き
に
初
め

て
天
狗
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
以
降
計
５
回
務
め
ま
し

た
。
モ
ン
テ
の
試
合
と
重
な
っ

た
と
き
は
「
お
祭
り
」
が
優
先

で
す
ね
。
や
は
り
地
元
の
伝
統

的
な
文
化
が
大
好
き
で
す
。

秋
葉
さ
ん

中
山
町
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
中
山
町
が
大
好
き

な
の
で
い
ず
れ
は
戻
っ
て
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
級
生

で
も
最
近
は
中
山
町
に
帰
っ
て

く
る
人
が
多
く
、
ま
た
地
区
で

も
若
い
人
が
家
を
建
て
て
引
っ

越
し
て
き
て
い
ま
す
。
若
者
組

も
近
年
は
数
名
増
え
ま
し
た
。

住
み
や
す
く
子
育
て
し
や
す
い

町
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
私
は
音
楽
フ
ェ
ス

も
好
き
な
の
で
、
野
球
場
や
河

川
敷
で
そ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
県
内

で
は
地
域
お
こ
し
と
し
て
地
元

の
有
志
で
音
楽
フ
ェ
ス
を
開
催

す
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
中
山

町
が
芋
煮
会
発
祥
の
地
で
あ
る

こ
と
に
か
け
て
、「I

イ

モ

ニ

M
O
N
I 

R

ロ

ッ

ク

O
C
K F

フ
ェ
ス

ES

」
通
称
芋
ロ
ッ

ク
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う

秋
葉
さ
ん

秋
葉
さ
ん

八坂神社例大祭で天狗を務めていました
（出典：『広報なかやま』平成２５年５月号）

応援で選手を鼓舞する

プロフィール

モンテディオ山形私設応援団『ウルトラスアクミー』
の副代表兼事務局。
試合会場の一番前で太鼓をたたいて応援をリードして
いる。また、地元である柳町の若者組に入り、八坂神
社の例大祭や地区の行事に関わっている。

中山町柳町地区出身
秋
あき
葉
ば
大
たい
河
が
さん（３６歳）
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令和７年 最上地区団体対抗卓球大会にて（新庄市）

令和６年 全日本実業団卓球選手権大会にて（埼玉県）

　
１２
月
定
例
会
で
は
、
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会
の
中
間

報
告
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て

町
議
会
か
ら
「
政
策
提
言

書
」
を
町
長
に
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
、
議
会
が
よ
り
身
近
で
、

よ
り
機
能
的
な
存
在
へ
と
生

ま
れ
変
わ
る
た
め
の
「
新
た

な
ス
タ
ー
ト
」
で
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
続
け
る
こ
と

が
議
会
だ
よ
り
の
重
要
な
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
信

頼
に
応
え
ら
れ
る
読
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
夛
田
慎
二
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長
　
夛
田
　
慎
二

　
副
委
員
長
　
渡
邉
　
　
史

　
委
　
　
員
　
村
山
　
　
隆

　
委
　
　
員
　
田
宮
　
昌
幸

　
委
　
　
員
　
佐
東
　
幸
治

皆さまのご意見、ご感想など、お寄せください。次回第３７号の発行は５月１日です。

楽しい仲間たち
明るい 豊かなまちづくりを目指して

スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なかやま

　連載シリーズ「楽しい仲間たち」は、
町内で活躍・活動しているさまざまな
サークル、ボランティア団体を紹介して
います。No.10

　私たち、中山町役場卓球部は、令和５年度に
活動を開始しました。現在、選手兼監督のほか
４名の部員の、合わせて５名で活動していま
す。業務の状況によりますが、基本的には週に
１回、業務終了後に集まって３時間程度の練習
をしています。練習の内容は、ラリー練習など
の基礎的なものが多いですが、少しずつ技術を
高め合いながら、練習に励んでいます。
　また、練習だけでなく、さまざまな大会に出
場しています。今年度は、京都市で開催された
「全日本実業団卓球選手権大会」に出場しまし
た。結果は２試合中２敗という結果に終わりま
したが、私たちと同じように、実業団として
日々練習に励んでいる全国区選手のプレーに間
近で触れることができ、貴重な経験となりまし
た。

　“楽しくプレーする”をモットーに、部署や
役職、年齢や経験にとらわれないメンバー構成
となっています。そのような関係性から築いた
チームワークや、練習で培った忍耐力と集中力
を、今後の業務にも活かしていきたいと考えて
います。
　部員は中山町役場職員のみとなりますが、練
習相手になってくださる方やチームは随時募集
していますので、ぜひ、お声がけください。
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